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一般財団法人 日本自動車研究所

JARIの概要

Japan Automobile Research Institute
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1. 沿革 (1/3)

1961年：（財）自動車高速試験場発足

日本の自動車産業の海外進出にあたり
業界共有の高速走行試験用テストコースを建設

1964年10月：高速周回路完成

谷田部T/C
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1. 沿革 (2/3)

1969年：（財）日本自動車研究所（JARI）に改組

自動車をとりまく様々な社会的課題について、対策技術の評
価技術、評価方法の研究、および評価データを提供

排出ガス

空力特性

電磁両立性 騒音

衝突安全性 石油代替燃料



4

1. 沿革 (3/3)
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2001年撮影

JARI正門

2005年撮影

秋葉原
方面 研究学園駅

JARI正門

建設前 開業直後つくばエクスプレス

2005年：城里テストセンター開設・運用開始

つくばエクスプレスの建設に伴いテストコースを移設

2012年：非営利型一般財団法人へ移行

公益的な事業とその他事業のバランスに基づく経営
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1. 現況

2001年撮影

JARI正門

秋葉原
方面 研究学園駅

JARI正門

JARI VISION 2030

2019年10月： 創立50周年を迎える

2020年 ：JARI VISION 2030
第5次長期運営方針 発効

第5次長期運営方針
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30km関東エリア

成田空港

城里テストセンター(STC)

東京

城里

つくば

つくば研究所

３事業所： 東京(芝大門)、つくば、城里

羽田空港

2. JARI所在地
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研究学園駅

秋葉原方面

つくばエキスプレスにて
秋葉原駅から研究学園駅まで54分
駅から北門まで徒歩４分
タクシーにて正門まで５分

北門

正門

大型ディーゼル環境棟
（シャシダイナモ）

V2X市街地

つくば方面

FCEV研究棟

ドライビング
シミュレータ棟

安全研究棟

多目的市街地

衝突実験場

本館

各種
試験棟

特異環境試験場

2. つくば研究所
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２．城里テストセンター（STC）

常磐道水戸I.Cより車で25分
常磐線水戸駅より車で40分

旋回試験場
旋回半径 80m
面積 81,115m2

高速周回路
全長 5,500m
幅員 12m

外周路
全長 5,694m
幅員 7m

低μ路
全長 1,410m
幅員 50m

総合試験路
全長 1,500m
幅員 50m

多用途試験路
NV試験路
走行音試験路
全長 1,500m
幅員 20m

管理棟エリア

第2総合試験路
全長 500m
幅員 40m

造成中
ADAS試験場
面積 33,000m2

燃料電池自動車
安全性評価試験棟
（Hy-SEF）
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環境研究部

安全研究部

自動走行研究部

新モビリティ研究部

JNXセンター

認証センター

城里テストセンター

企画・管理部

総務部

業
務
推
進
会
議

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

理
事
会

3. 組織体制

４研究部、3事業部、２管理部
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志賀俊之

平成22年6月～平成24年6月

豊田章男

平成24年6月～平成26年6月

池 史彦

平成26年6月～ 平成28年6月

3. 歴代理事長

平成20年5月～平成22年6月

山根 庸史

平成28年6月～ 平成30年6月

坂本 秀行

平成30年6月～ 現在

http://qbiz.jp/image/box/f4b208bef4792ed86bf48fc49be0d5b1.jpg
http://qbiz.jp/image/box/f4b208bef4792ed86bf48fc49be0d5b1.jpg
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3. 歴代研究所長

平成15年5月～平成25年9月

永井 正夫

平成25年10月～ 令和2年6月

鎌田 実

令和２年6月～ 現在
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3. 職員数の推移

研究系

技術系

事務系

その他

各年度当初現在．出向者含む

計410名

131名

博士号取得者 46名

160名

72名

47名
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4. 研究・試験事業の位置付け

産業界行政

経済産業省
・産業振興政策
・エネルギー政策
・標準化政策 など

環境省
・大気環境政策
・生活環境政策
・環境基準 など

警察庁
・交通安全政策 など

国土交通省
・道路交通政策
・自動車技術基準
・国際基準調和 など

電気・電力業界

自動車業界
・日本自動車工業会
・OEM
・サプライヤ

中立機関として
公正な研究・試験の実施

学術界

自動車技術会
・ISO/TC22国内審議団体

通信業界

諸大学・研究機関

・各省庁の自動車関連施策
（標準化・基準化・規制）
のための研究・データ取得
・国が推進する研究開発の
産学連携主導

諸学会

共同研究

・業界共通課題の研究
・標準化のための研究
・新技術の試験法開発

自主研究事業

・成果の発信
・国際標準化活動
への貢献

官公庁受託事業

自工会受託事業成果を活用して
自動車産業と

自動車社会に貢献

・研究・試験能力向上
・人材育成

・製品評価試験

一般企業受託事業
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4. 研究・試験事業の分野展開

環境・
エネルギー

安全

IT・通信
燃費

排出ガス

燃焼技術

運転行動

自動運転
機能安全

ロボット

安全教育

電動車両

蓄電池

水素容器

健康影響

大気質

騒音

燃料電池

衝突安全性

傷害メカニズム保護装置

救助

人体モデル

運転支援

事故メカニズム

運転者特性

タイヤ

充電器

水素燃料

ITS

事故データ
燃料・潤滑油

車両評価技術
性能評価技術
化学分析技術

安全性評価技術
傷害推定技術

温暖化

環境政策

自工会・環境省
・国交省など

自工会・国交省など
経産省・NEDOなど

経産省・NEDOなど
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環 境 新モビリティ 安 全

LCA・WtW評価

電動システム評価

再エネ・水素利用技術

JARI 研究事業戦略

 2050年カーボンニュートラル
事故死者ゼロ
自由で便利な移動と物流

【新たなMobility社会の実現】

産学・産産連携の促進
標準・基準化の推進公益性のための活動

デジタル技術力の強化
R/T&V/Tによる評価・解析
の拡張・迅速化・効率化

大気&生体影響

社会像・社会的課題の追求
社会性能・受容性の評価社会性の見極め

交通流調査

ADデジタル評価環境

人間特性研究

社会システム構築

モビリティサービス
事業性評価

社会的安全保証

サービスロボット評価
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4. 事業規模の推移 (補助金除く)

リーマンショック

自工会
受託研究

官公庁
受託研究

一般企業等
受託試験・研究

施設運用事業

JNX事業
認証事業

東日本大震災

事業仕分け

自動運転関連事業開始
その他

研究・試験事業

その他の事業

自動運転評価拠点整備

年度

収
益
（
百
万
円
）



17

自動運転評価拠点「Jtown」

3エリア独立に運用可能
特異環境試験場
悪走行状況を再現した

周辺環境認識の性能試験

多目的市街地
各種交差角度・ランナバウトにおける

走行性能試験

V2X市街地
協調型(コネクテッド)自動運転車両

の目標性能試験

・既存の模擬市街路に増設・機能追加
・３エリアを独立して使用可能
・自動走行車の安全性評価法の研究・提案
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特異環境試験場

特異環境試験場内で霧発生時 特異環境試験場内で降雨時

全長：200m
全幅：10.5m (3車線)
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整備工場・控室

ADAS試験場造成工事
2021年3月17日撮影

ADAS試験場

整備工場・控室

500ｍ
3

0
0
ｍ

造成工事中（2021年4月時点）

※高台にあり光漏れなく
夜間試験にも適合

ADAS試験場新設 造成工事開始

‐ JNCAPでのAEBS試験
2024年度から対車両での交差点評価を予定

- 悪路試験場（砂利走路）を改修
- 500×300mの走路幅の大きい扇形走路
- 2022年7月運用開始をめざす

城里テストセンター（STC）
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自動運転の安全性評価(経産省 SAKURAプロジェクト)

シナリオDB

自専道
本線走行
テストシナリオ

交通流の実態

安全性判断

国際連携/協調

基準・標準
策定に活用

計測車両

定点観測

・分析
・シナリオ化

 Lv3以上の自動運転車の安全性評価に必要な交通外乱シナリオの開発を，独PEGASUS
ファミリーなど国際連携のもとで推進．

 自動車専用道路での交通流データ収集・分析により，評価用のテストシナリオDBを整備中
．

 安全性評価に関する基準・標準の国際的な議論をリードする知見を提供．

2020年6月
国際基準策定
をリード

ISOドラフト

先行車減速/カットインの
交通実態データ比較（日独）実施例
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一般道における自動運転システムのヒューマンファクター研究

 一般道における自動運転実用化に向け，自動運転車が機能限界に陥る可能性のある場面
と，その際のスムーズな運転権限移譲の方策を検討する必要あり．

 JARIでは独ブラウンシュバイク工科大学との技術協力等を通じ，テストコースでの実験を想定し
た自動運転実験車両を開発中．（下図）

 Jtownでの機能限界場面の再現実験により，スムーズな運転権限移譲に関する研究（効果
的なHMIのデザイン要件等）をJARI先進研究で推進．

目的に応じて運転支援から高度自動運転までの機能を実現できる実験車両を開発

画像認識用カメラ

前方物体認識用
ミリ波レーダ

トランク内自動運転制御システム

ブラウンシュヴァイク工科大学
自動運転実験車両

技術協力
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自動運転の普及に伴う影響度評価のためのシミュレーション

現実の走行環境

Field Operational Test

仮想の走行環境

Traffic Simulation

Agent  2

Agent  1

自動運転車が街中を走行したときに，どんな効果をもたらすのか?

・マルチエージェント:各自が独自に判断・行動
・ドライバ・歩行者:事故要因となる行動を模擬

•安全面
-事故
-死傷者

•経済面
-費用便益

•交通環境
-事故渋滞

 自動運転技術の普及促進に向け，第一期SIP-adus事業において自動運転導入による交
通事故低減効果の事前評価（インパクトアセスメント）に必要なシミュレーション技術を開発

 実際の道路ネットワークを模した仮想空間において，様々な交通参加者が通行する事ができる
「交通環境再現型シミュレーション」として機能を拡張しつつ，各種評価に活用．


